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2. 単偏波 SAR 画像判読手法（具体例） 

【河道閉塞抽出チェックリスト】 

単偏波 SAR 画像により河道閉塞箇所を抽出する際は、チェックリストを利用する(判読根

拠)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

 

【例１：奈良県十津川村長殿地区（平成 23 年 9 月台風 12 号災害による大規模河道閉塞）】 

▼判読が容易な事例（斜面方向と照射方向が正対） 
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衛星名  ：TerraSAR-X

撮影年月日：2011/9/5 

軌道方向  ：北行軌道 

分解能  ：3m 

入射角  ：39° 
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▼チェック項目(１)：湛水域（確認範囲：河道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 2012 Astrium Service / Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 
 

 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

▼チェック項目(２)：斜面勾配（確認範囲：周辺地形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 2012 Astrium Service / Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 
 

 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

（1/25000 地形図）
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▼チェック項目(３)：滑落崖（確認範囲：崩壊地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 2012 Astrium Service / Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 
 

 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

▼チェック項目(４)：崩壊地内（確認範囲：崩壊地） 
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【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 
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▼チェック項目(５)：崩積土砂（河道閉塞部）（確認範囲：崩壊地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 2012 Astrium Service / Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 

 
 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

▼チェック項目(６)：崩壊規模（確認範囲：崩壊地） 
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【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 
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▼チェック項目(７)：画像の肌理（確認範囲：崩壊地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 2012 Astrium Service / Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 

 
 

 

 

 

【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

▼チェック項目(８)：上下関係等（確認範囲：相対的位置関係） 
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【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 
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▼チェック項目(９)：周辺地物（確認範囲：相対的位置関係） 
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【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 

 

▼河道閉塞箇所有無の総合判断（判別が安易な事例〔斜面方向と照射方向が正対〕） 
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【評価】○：形状が読み取れる箇所、△：不明瞭だが形状が確認できる箇所、×：形状が読み取れない箇所 
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▼判読抽出が難しい単偏波 SAR 画像事例（奈良県十津川村長殿地区河道閉塞箇所の画像） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼同じ長殿地区災害後で衛星、軌道、入射角を変えた場合の見え方の違い 
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他の河道閉塞箇所の事例（平成 23 年 9 月台風 12 号災害 例 1 長殿地区以外） 

以下、他の河道閉塞箇所の単偏波 SAR 画像の事例を用いて、単偏波 SAR 画像から河道閉塞

箇所を判別できるかどうかについて評価。 

 

番号 事例 地名 
総合 

評価 

例１ 判別が容易な事例(斜面方向と照射方向とが正対) 長殿 ○ 

例２① 判別が容易な事例(斜面方向と照射方向とが一致) 坪内 ○ 

例２② 判別がややわかりにくい事例(湛水域の判別が困難) 坪内 ○ 

例３ 滑落概や急傾斜地のシャドウを湛水と見間違えやすい事例 三越 ○ 

例４ 判別がわかりにくい事例(湛水域の判別が困難) 北股 △ 

例５ 判別が不可能な事例 桧股 × 

例６ 土砂流の視認性が低く、抽出が難しい例 野尻 × 
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2011.9.5 国総研撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

             （平成 23 年 9月台風 12 号災害） 
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2011.9.6 撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （平成 23 年 9月台風 12 号災害） 
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2011.9.6 撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               （平成 23 年 9月台風 12 号災害） 
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              （平成 23 年 9月台風 12 号災害） 
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